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故渡部壮一教授の遺稿の掲載について
法学部長 日高昭夫
2014年11月12日、渡部壮一教授がご逝去されました。ここに謹んで哀悼
の意を表します。
故渡部教授は、法学部行政学科の開設に伴い、1991年月から専任教員
として本学に赴任され、以来23年間、同僚として苦楽を共にしてきました。
彼は、近代ヨーロッパ政治思想史を研究領域として、「これまで法的・政
治的・社会的に無視されてきた人々」を研究対象とした「法的・政治的・
社会的暴力の分析」を目指されてきました。その眼差しは、教育にあたる
彼の姿勢に最もよく映し出されていたように思います。「教育とは、それ
にあたる者が徹底して、学生一人一人の自己陶冶に献身すること。教育に
は、本来、権利の平等はあっても、基本的には平等はない。理想的には、
可能な限り全ての学生をえこひいきすること。学生一人一人が、大切で特
別な存在であることを示すことである」と。また、故渡部教授は、健康な
折には、しばしば山に登り、山をこよなく愛されていました。山岳部の顧
問として、学生たちに慕われる存在でもありました。
ここ数年、体調を崩され、2013年冬に胆道癌と診断され、抗癌剤による
治療を続けておられました。昨年後期には、あれほど情熱を傾けていた講
義やゼミを休講して闘病に専念する決断をされました。しかし、その闘病
生活の渦中において、結果的には彼の最期の仕事となりましたが、昨年初
めに依頼を受けていた「平和を祈る集会」での講演の原稿執筆に、渾身の
力を振り絞り執念を込めて取り組まれたとお聞きしました。そして、2014
年月10日に、文字通り「命を削って」取り組んだその講演と対話を成し
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遂げました。それからわずか三か月余りで、遂に帰らぬ人となってしまい
ました。
今回、故渡部教授のご家族のご厚意を得て、彼の遺稿となった講演原稿
を法学論集に掲載することとなりました。掲載にあたり、ご家族はもとよ
り、原稿に目を通していただいた加藤節成蹊大学名誉教授をはじめ、関係
の皆様に厚く御礼を申し上げますとともに、故渡部先生のご冥福をこころ
よりお祈り申し上げます。
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